
平成28年度 近畿地域マッチングフォーラム

麦・大豆の需要創出の
ビジネスモデル

～生産・加工ニーズに応える新品種とその利用～

日時 ： 平成２８年８月９日（火） １３：００～１７：００

会場 ： 兵庫県民会館（神戸市中央区）

パルテホールおよび鶴の間・亀の間

主 催 農林水産省 大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター
協 賛 農林水産省 近畿農政局
後 援 兵庫県、ＮＰＯ法人近畿アグリハイテク



 

開催趣旨 

 

古くから日本の食品産業をけん引してきた近畿地域においては、多様な地形や気象条件を利

用して、多くの特産農作物が生産されています。また、それらを原料とした加工方法や新規用

途の開発も盛んです。加工食品の原料となる小麦・大豆・大麦については、近年、生産・加工

の現場におけるニーズに対応すべく、西日本地域向けの新品種が多く開発され、近畿中国四国

地域の各地でこれら品種を核とした産地形成・６次産業化等の取り組みが進んでいます。 

そこで、麦・大豆新品種の特長を十二分に活かし、市場で求められる多様かつ付加価値の高

い食品への利用が拡大され、上記の取り組みを加速化して国産穀物に関する産業をさらに活性

化することを目指して、本フォーラムを開催いたします。 

本フォーラムでは、これまでのビジネス事例を共有するとともに新品種に対する理解を深め、

生産団体、普及組織、実需者団体との間でマッチングを行います。さらに、新品種の高度利用

に向けて会場を含む総合討論を行います。 

 



平成 28 年度 近畿地域マッチングフォーラム 

麦・大豆の需要創出のビジネスモデル 

～生産・加工ニーズに応える新品種とその利用～ 

 

●●● プログラム･目次 ●●● 

 

◆ 開催日時 

平成 28 年８月９日（火）13:00～17:00  受付 12:00～ 

 

◆ 開催場所 

兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通 4-16-3） 

 パルテホールおよび鶴の間・亀の間 

 

◆ プログラム 

13:00～13:10 開会挨拶 

農林水産省大臣官房政策課技術政策室   南條 洋平 

農研機構西日本農業研究センター 所長  竹中 重仁 

 

13:10～14:40 第１部 講演（パルテホール） 

①西日本向けパン用小麦およびパスタ用小麦の品種育成 ････････････････････････   1 

農研機構西日本農業研究センター 水田作研究領域 

 麦類育種グループ 主任研究員  谷中 美貴子 

②西日本向けパン用小麦、パスタ用小麦の品質概況と商品化 ････････････････････  9 

日本製粉株式会社 中央研究所 主幹  田中 智樹 

③山口県における「せときらら」の品質向上の取組について ････････････････････ 16 

山口県柳井農林事務所 農業部 産地振興課 主任  明石 義哉 

④裂莢しにくいダイズ「サチユタカ A1 号」のコンバイン収穫適性 ･･･････････････  30 

兵庫県立農林水産技術総合センター 農業技術センター 

農産園芸部 主席研究員  牛尾 昭浩 

⑤醤油醸造適性の高いダイズ「たつまろ」「こがねさやか」の利用 ･･････････････ 38 

ヒガシマル醤油株式会社 業務部長  中田 佳幸 

⑥健康機能性に優れたもち麦（もち性大麦）品種・系統の開発 ･･････････････････ 47 

農研機構西日本農業研究センター 作物開発利用研究領域  

畑作物育種グループ 主任研究員  高橋 飛鳥 

 

（休憩 14:40～14:50） 

 



14:50～15:40 第２部 ポスター発表と試食～マッチング～（鶴の間・亀の間） 

●ポスター発表：関連成果のポスター ･････････････････････････････ 56 

ポスター・試食品等の展示ブースにおいて、参加者間で意見交換を行う。 

各ポスターの前で開発担当者による１分間説明も行う。 

 

15:40～16:55 第３部 パネルディスカッション（パルテホール） 

「新品種の特長をもれなく引き出す生産、加工とは？」    

司   会：農研機構西日本農業研究センター  水田作研究領域 

麦類育種グループ長  高田 兼則 

パネリスト：講演者６名 

                      農事組合法人 ウエスト･いかち  

代表理事組合長  藤本 幸一 

 

16:55～17:00 閉会挨拶 

  農林水産省 近畿農政局 生産部長  石場  裕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

主 催 農林水産省 大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター 

協 賛 農林水産省 近畿農政局 

後 援 兵庫県、ＮＰＯ法人近畿アグリハイテク 

 

 

     ※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構の 

      コミュニケーションネーム（通称）です。 
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ポスター発表 

【小麦】

１．西日本向けパン用小麦およびパスタ用小麦の品種育成 

農研機構西日本農業研究センター 水田作研究領域 

 麦類育種グループ 主任研究員  谷中 美貴子 

２．ぶちうまい山口県産麦の需要拡大に向けた取組

山口県農林水産部 農業振興課 農産班 主任 内山 亜希

３．山口県産パン用小麦の品質課題と今後の活用

日本製粉株式会社 中央研究所 主幹 田中 智樹

４．岡山県津山産の「せときらら」を用いた小麦食品開発の取り組み

つやま農業協同組合 営農生活部 販売担当課長 山本 秀子

５．兵庫県産小麦の需要拡大の取組み

株式会社増田製粉所 品質保証室長 黒岩 亜希彦

６．地元小麦の学校給食パン拡大の取り組み

兵庫県パン協同組合 三宅 義夫
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【大豆】 
 

 

７．大豆の次なる品種開発について 

農研機構西日本農業研究センター 作物開発利用研究領域 

畑作物育種グループ長  高田 吉丈 

 

８．分散ほ場で能力発揮！５工程を同時作業する大豆・麦用不耕起播種機 

兵庫県立農林水産技術総合センター 農業技術センター 
農産園芸部 主席研究員  牛尾 昭浩 

 

９．醤油醸造適性の高いダイズ「たつまろ」「こがねさやか」の利用 

ヒガシマル醤油株式会社 業務部長  中田 佳幸 
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【大麦】 
 
 

１０．健康機能性に優れたもち麦（もち性大麦）品種・系統の開発 

農研機構西日本農業研究センター 作物開発利用研究領域  

畑作物育種グループ 主任研究員  高橋 飛鳥 

 

１１．国産“もち麦”品種の産地形成と商品開発の取り組み事例 

農研機構西日本農業研究センター 作物開発利用研究領域 
畑作物育種グループ 主席研究員  吉岡 藤治 

 

１２．キラリモチを用いた６次産業化に向けて 

株式会社トペコおばら 取締役  山本 章博 

 

１３．大麦 β-グルカンの加熱による変動について 

農研機構西日本農業研究センター 作物開発利用研究領域 

特産作物利用グループ 主任研究員  阿部 大吾 

－　58　　



——— MEMO ——— 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真  表紙：せときらら（山口県 高泊干拓地） 

裏表紙：国産大豆 

 

 

 

 

 

本資料からの引用・転載にあたっては、必ず発表者の了解を得てください。 

 

 

          発行：農研機構西日本農業研究センター 

             企画部 産学連携室 TEL.084-923-5385 

http://www.naro.affrc.go.jp/warc/ 
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